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教師

「考える」を支えるシンキングエイド

確かな力を身に付ける学び方の追求

知的障がいのある生徒が学びやすい学び方

主体的・対話的で深い学びの実現
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3 温野菜サラダ準備(ミニ),練習
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6 お好み焼き

授業について（授業における工夫点）
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実践的・
体験的な
学習活動

実際の生活に
生きる力

生涯に
わたって

活用できる力

家庭分野の
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何を学ぶか

どのように
学ぶか

武田先生から
アドバイスを
頂きながら
授業改善

【掃除や調理について】
●1週間に1回程度の取り組みになっていた。
●学校での学習を実際生活に生かすことが極めて少な
かった。
●学校での学習が一過性のものになり，定着や汎化ができ
ていなかった。
●多くの生徒が長期目標に設定しているが，保護者の評価
が低かった。
●本校卒業生の追跡調査の結果，調理や掃除についての
技能が家庭生活の中で求められている。

手伝いなど１週間で取り組む回数

職業・家庭科
「くらし」について

H27 H28 H29 【くらし】２年目
職業・家庭

【くらし】創設
実態把握・分析

調理／掃除 調理／洗濯

日常生活の指導
生活単元学習

コミュニケーションの学習

生活単元学習

作業学習
総学「進路の学習」

教科別の（重点的）指導

生活単元学習・作業学習

教科別の指導
「国語」「数学」「保健体育」

生活単元学習

職業・家庭

【くらし】創設

各
単
元
等
の
学
習
に
お
け
る

各
教
科
の
指
導
項
目
・目
標
の
設
定

個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
お
け
る

長
期
目
標
の
確
認
・分
析

社会（バス利用，買い物）

職業・家庭（働く意欲・知識・技能）

職業・家庭（身辺処理，掃除，調理）

音楽・美術（芸術）

社会（地域，文化）

理科（自然・科学）

通年型

期間集中型

期間集中型

社会（集団・社会参加）

保健体育（運動・健康・安全）

通年型

継続

指導方法・時数の検討

産業現場等での実習の実施

教科「職業・家庭」に

継続

指導方法の改善

継続

指導方法・時数の検討

各教科（内容） 指導方法 改善の概要評価

日常生活の指導など
時季や時事に沿って

国語・数学（ことば・数）

期間集中型

通年型

通年型

通年型

H27 個別の教育支援計画における長期目標の評価結果と改善から

新しい学習の開発

期間集中型
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※保護者評価は低い

「定着」の工夫

※産業現場等での実習の未実施
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H27 家庭での児童生徒の様子から

対象：中学部18人
回答：保護者

成果と課題

A「考えを理由や
根拠で示す生徒」
B「考えを言葉や
行動で示す生徒」
C「模倣して考え
る生徒」の３つの
様子で生徒を捉え,
実践する順番は,学
び合いの深まる
B→A→Cとした。
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試行錯誤するしくみ しかけ

家庭でもチャレンジしたいと
いう意欲につながるように,
目標達成ができたか一つ一つ
確認して自信をもてるように
したり,家庭で実践できた時
にチェックする欄を設けたり
した。

実物や絵カード等で課題内容を具体的に意識したり,思考や
表現を操作的にできるようにした。

学習における重要な言葉を自然と覚
えることができるように，テンポの
良いリズムに乗せたフレーズとして
繰り返して伝えていく。

♪切るときは
指を丸めて

ねこの手で

授業の流れ

…授業展開で取り扱う項目

ミッション（授業のめあて）やチャ
レンジポイント（各生徒が必ず取り
組む学習課題）を毎回設定すること
で，学習における課題意識を高め，
生徒自身が考える動機付けにする。

共同研究者：

武田先生からのアドバイス

専門分野からのアドバイス
・包丁の洗い方，扱い方
→流しに置いて洗う，トレイ
の使用

・「卵がかぶるくらいの水」
→言い方をより一般的なもの
に

・洗わなくていいものまで洗っ
ている→せめて水洗い

・環境にやさしい洗い方
→新聞紙の活用

・楽しそうでない。食の感じが
しない。

より具体的な提案
・時間配分
・焼くことに焦点を当て詳しく
やると，裏返す大切さがわか
るのでは

・絵カード操作では「手順」
からではなく「材料」から
決めては

・次年度の調理のテーマ
→ホットプレートや
電子レンジ等の加熱調理

cf.「話す」を支えるトーキングエイド

１）様々な調理用具の使い方や調理法を覚えることができる。【知識・技能】
２）友だちの意見等の情報や手順表を活用して考え，判断して自ら調理ができる。

【思考・判断・表現】
３）本題材で学んだ知識や技能，自ら考えて工夫したことなどを学校や家庭生活で

生かすことができる。【主体的に学習に取り組む態度】

題材
の
目標

←冬休みの
日記より


